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要約 

Based on 7.3million newspaper articles, we have assigned each article to stocks on a given day 

from 1985 to 2010. We found a significant difference in the short-term stock price reaction whether 

there is a news for the stock or not. Japanese stock market demonstrates less return momentum for 

stocks with news than the US counterparts. However, the return reversal for the losing stocks with no 

news is conspicuously strong. 
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1. はじめに 

 

合理的な市場であれば、ファンダメンタルズ情報は適正に株価に反映されているはずで

ある。しかし、ファンダメンタルズ情報とは独立に、株式市場の価格パターンだけを観察

することによって将来リターンを予測できる可能性を示唆した研究は多い。一般によく知

られている現象として、過去の一定期間に大きなリターンを上げた銘柄群 (winner) は、そ

の後のリターンも高くなりやすく、過去においてリターンが上がらなかった銘柄群 (loser) 

は、その後のリターンも低くなりやすいという「モーメンタム効果」である。とりわけ、

過去 3 ヶ月から 12 ヶ月の期間のリターンのクロスセクションで上位 10 分位 (Top decile) 

の銘柄群を購入し、下位 10 分位 (Bottom decile) の銘柄群を空売りすれば、その後 3 ヶ月

から 12 ヶ月にわたって強い正の値を示すことが知られている (De Bondt and Thaler, 

1985)。一方、直近 1 ヶ月前のリターンでランキングした場合、必ずしも同様の効果が得ら

れるわけではない。Jagadeesh and Titman (2011) は weekly でリターンをランキングした場

合は、winner が loser に、loser が winner になる reversal 効果があるという。Chan (2003) は

ニュースとリターンの関係について着眼している。彼はリターンによって銘柄を分類し、

同程度の下落率の銘柄であっても、ニュースを伴っている銘柄については、その後も負の

リターンが継続するドリフトを示しているという。また、極端に大きなリターンを出して

いる銘柄で、ニュースを伴っていない銘柄については、リバーサル傾向を示すことを明ら

かにしている。加えて Jiang and Wang (2015) は、ニュースがあって上昇 (下落) している

銘柄とニュースがなく上昇 (下落) している銘柄を識別し、ニュースが無いものについて

は、根拠のない上昇 (下落) であるため、リバーサルを起こすと報告している。本稿で

は、日本の株式市場における短期のリターンリバーサルとモーメンタムについて、ニュー

スとの関連性において検証する。株式価格がシステマティックに過大評価 (過小評価) さ

れているのであれば、それはノイズトレーダーの動向を反映している。そこで、ファンダ

メンタルズ情報に基づかないノイズトレーダーの動向が顕著に現れる銘柄群に焦点を当て

れば、過大評価 (過小評価) されているものがファンダメンタルズ価値に収束するリター

ンリバーサルが見られるはずである。本稿では、短期間の株価動向に着眼する。昨日のリ

ターンが Top decile (winner) と Bottom decile (loser) に属するものを取引し 1 日後に精算す

る場合のパフォーマンスを確認する。 

 

2. データと日本市場における株価動向 

 

データについては、日経 NEEDS Financial Quest から株価データを取得し、ニュースにつ
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いては、日本経済新聞、日経産業新聞、日経金融新聞 (日経ヴェリタスの記事は含まな

い) 、日経流通新聞の日経 4 誌について、1985 年から 2010 年までの約 738 万記事を取得

した (表 1)。そこから、東証 4 桁コードを手がかりに記事を紐付け、ニュースの有無を判

断している。 

 次に、1985 年１月から 2010 年 12 月まで、毎日 t-1 日でランキングし、クロスセクショ

ンで 10 分位に分類する。次に各企業に関するニュースが日経４誌に出ているかどうかの

チェックを行う。したがって前日の上位 10%を winner、下位 10%を loser とすると、

“Winner/Loser with news”と“Winner/Loser with no news”に分類される。表 2 は全上場銘

柄について、これら 4 つの銘柄群を取引し、翌日に精算した場合のリターンを記載してい

る。取引コストは無視して、それぞれの銘柄群を購入し、翌日の引け値で精算したと考え

た。例えば、1985 年については、毎日“Winner with news”を購入し、翌日で精算、更に

その日も前日の“Winner with news”を購入するという取引を毎日行った場合に得られる平

均日次リターンが 0.013%であったということである。1985 年に関しては、“Loser with no 

news”が最も成績がよかったことがわかる。このように、1985 年から 2010 年までの 26 年

間にわたって、各戦略を実施した場合の平均的な成績が All year に記されている。基本的

にはニュースがある winner はモーメンタム傾向を示すが、ニュースのない winner は確た

る情報がなく、ノイズトレーダーの買いだけで上昇している結果という、[Jiang 15]の報告

と整合的な結果となっている。特筆すべきは loser の株価動向である。日本市場は

Jagadeesh and Titman (2011) らの報告にあるように、基本的にはリバーサル傾向が強い市場

である。そのため“Loser with news”も、“Loser with no news”も上昇傾向にあるが、とり

わけニュースのない loser のパフォーマンスが顕著に高い。26 年間で“Loser with no 

news”が負のリターンを示したのは、2006 年だけである。ニュースを伴った上昇や下落に

ついては、真の価値からの乖離が少なく、こうした結果につながっていると言えよう。 

 

3. アセットプライシングモデルを用いた検証 

 

 株式のリターンはそのリスクで決まる。したがって、リスクの高い銘柄であれば、平均

リターンが高いのは当然である。そこで、ファイナンス研究の領域で一般的にリスクとリ

ターンの関係を記述しているモデルとして検証に使われる Fama-French の Three-Factor 

Model を用いて、表 2 で確認した事実を再検証する。仮に、“Loser with no news”が大き

なリターンを示すのであれば、その戦略から得られたリターンの系列を以下のモデルで回

帰した場合、正のαを検出するはずである。 
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൯ݎ൫ܧ − ݎ = ߙ + ݎଵ൫ߚ − ൯ݎ + ܤܯଶܵߚ + ܮܯܪଷߚ +   (1)ߝ

 

 ここで rm − rfは株式市場のリスク・プレミアム、SMB は小型株のリターンと大型株リタ

ーンの差、HML はバリュー株リターンとグロース株リターンの差である。こうしてリスク

調整した後でも、有意な α 値が検出されるか否かを確認する。表 3 に示されるように、単

純平均ポートフォリオ (Equal weight portfolio) を組んだ場合でも、時価総額加重平均ポー

トフォリオ (Value weight portfolio) を組んだ場合でも有意なαが確認された。 

 

4. 結論 

 

本研究では、日本の株式市場のリターンリバーサルとモーメンタムの関係をニュースデ

ータと紐付けることで検証した。700 万件を超えるニュース記事の中から、ニュースがど

の個別企業に対する記事であるかを特定し、1985 年から 2010 年の全取引日においてニュ

ースの有無を確認した。次に、t−1 日時点におけるリターンで winner と loser を判別し、t

日にそれらを購入 (空売り) した場合のリターンを観察した。その結果、ニュース記事が

ある企業群については、winner は更に上昇するというモーメンタム効果を示した。これ

は、Jiang and Wang (2015) の報告と整合的である。ただし、loser については更に下落する

という効果は見られなかった。一方で、ニュース記事のない loser については、非常に強い

リバーサル効果を示した。ここで示したモーメンタム及びリバーサル結果は、小型株やバ

リュー株効果をコントロールした場合でも有意であった。 
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表１ 使用データの記事数 
年 記事数 

1985-1987 653,600 
1988-1990 852,441
1991-1993 893,565 
1994-1996 908,208
1997-1999 931,075 
2000-2002 857,429
2003-2005 878,692 
2006-2008 885,767
2009-2010 519,250 

合計 7,380,027 
 
表２ ニュースの有無によるモーメンタムとリバーサル効果 

 t-1 日の Winner t-1 日の Loser 
年 Winner with news Winner with no news Loser with news Loser with no news

All year 0.107 -0.026 0.179 0.540 
1985 0.013 0.047 0.452 0.684 
1986 0.183 0.139 0.550 0.743 
1987 0.139 0.189 0.670 0.866 
1988 0.115 0.060 0.571 0.784 
1989 0.228 0.197 0.552 0.785 
1990 0.008 0.094 0.234 0.391 
1991 -0.083 0.094 0.406 0.497 
1992 -0.032 -0.052 0.184 0.257 
1993 -0.009 0.133 0.437 0.541 
1994 0.029 0.090 0.414 0.558 
1995 -0.088 -0.054 0.392 0.498 
1996 -0.164 -0.198 0.217 0.409 
1997 -0.122 -0.368 0.017 0.291 
1998 -0.112 -0.518 0.572 1.033 
1999 0.794 0.193 0.510 1.102 
2000 0.127 -0.240 -0.023 0.747 
2001 0.013 -0.246 0.103 0.656 
2002 -0.098 -0.418 -0.006 0.703 
2003 0.556 0.254 -0.062 0.670 
2004 0.375 0.312 -0.068 0.326 
2005 0.272 0.368 0.041 0.315 
2006 -0.082 -0.181 -0.394 -0.023 
2007 0.078 -0.156 -0.473 0.046 
2008 0.202 -0.306 -0.696 0.044 
2009 0.381 0.035 -0.097 0.511 
2010 0.078 -0.227 -0.055 0.478 

 
 



6 
 表

3 
Fa

m
a-

Fr
en

ch
の

Th
re

e-
Fa

ct
or

 M
od

el
に
よ
る
検
証

 
パ
ネ
ル

A
: E

qu
al

 w
ei

gh
t p

or
tfo

lio
 

 
W

in
ne

r w
ith

 n
ew

s 
W

in
ne

r w
ith

 n
o 

ne
w

s 
Lo

se
r w

ith
 n

ew
s 

Lo
se

r w
ith

 n
o 

ne
w

s 
α 

0.
08

9
**

* 
-0

.0
46

**
 

0.
16

2
**

* 
0.

52
2

**
* 

 
4.

25
7

-2
.4

07
7.

71
8

34
.2

34
r m

 -
 r

f 
1.

04
3

**
* 

1.
01

4
**

* 
1.

20
3

**
* 

1.
15

1
**

* 
 

43
.2

78
54

.7
08

50
.8

39
53

.8
27

SM
B 

0.
61

2
**

* 
0.

96
7

**
* 

0.
71

1
**

* 
1.

01
9

**
* 

 
13

.0
91

29
.6

08
16

.7
14

27
.9

10
H

M
L 

0.
23

4
**

* 
0.

28
9

**
* 

0.
17

6
**

* 
0.

25
2

**
* 

 
5.

01
2

 
8.

44
0

4.
16

8
 

7.
84

2
 

A
dj

. 
R2  

0.
51

6
 

0.
68

0
0.

57
9

 
0.

73
1

 
 
パ
ネ
ル

B:
 V

al
ue

 w
ei

gh
t p

or
tfo

lio
 

 
W

in
ne

r w
ith

 n
ew

s 
W

in
ne

r w
ith

 n
o 

ne
w

s 
Lo

se
r w

ith
 n

ew
s 

Lo
se

r w
ith

 n
o 

ne
w

s 
α 

0.
01

8
-0

.0
36

**
 

0.
11

6
**

* 
0.

28
6

**
* 

 
0.

82
7

 
-2

.3
59

6.
11

7
21

.8
70

r m
 -

 r
f 

1.
03

9
**

* 
1.

03
9

**
* 

1.
25

6
**

* 
1.

22
9

**
* 

 
34

.9
67

42
.5

46
47

.6
85

57
.1

54
SM

B 
-0

.0
33

0.
33

1
**

* 
0.

21
6

**
* 

0.
52

9
**

* 
 

-0
.6

59
 

8.
23

5
4.

32
1

 
13

.9
83

 
H

M
L 

0.
08

5
0.

14
8

**
* 

-0
.0

26
0.

00
9

 
 

1.
09

7
 

2.
98

7
 

-0
.3

91
 

0.
19

7
 

A
dj

. 
R2  

0.
48

9
 

0.
65

0
 

0.
55

4
 

0.
70

3
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings true
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 600
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ARA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /BGR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHT (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CZE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DAN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DEU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ETI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /FRA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /GRE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HEB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HRV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HUN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ITA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFFff08682aff0956fd969b6587732e53705237793e306e30a430f330bf30fc30cd30c330c8516c958b306b90693057305f002000410064006f0062006500200050004400460020658766f830924f5c62103057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e30593002>
    /KOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LTH (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LVI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NLD (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /POL (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /PTB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUM (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SKY (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SLV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SUO (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SVE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /TUR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /UKR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


